
数学の勉強方法



数学の勉強方法―まとめ

問題演習は演習書に書き込まない。ノートに解く。

おすすめ：ノートに演習する時は、消しゴムを使わない。間違えたら、その部分に斜線を

引き、次の行にまたやり直していく。

ノートは縦に折り、左側だけに演習をし、右側は復習時の「気づき」のメモのために真っ

白にあけておく。

間違えた問題には、演習書のチェックボックスにチェックを入れる。

復習するときは、チェックボックスにチェックの入った問題のみを正解するまで解き直す。



ノートへの演習の方法 ー 横書きの科目



間違った問題のチェックボックスにチェックを入れる

問題をノートに解いたあと答え合わせをし、間違った問題については問題集のチェック

ボックスにチェックを入れてください。



間違った問題だけを解き直し

解き直しをするときは、間違った問題だけ解き直しすればいいです。

理由は、一度正解した問題は次も正解する可能性が高いので、何度もやる必要はない

からです。解き直しの時間を短縮させましょう。

「一度正解しても忘れたらどうするんですか？」と不安に思っている人もいるかも知れま

せんが、重要な試験の前に、全ての範囲を解き直しすればいいです。

まずは『間違った問題だけを正解するまで解き直し』してください。



解き直し後、また間違った問題にチェックを追加

解き直し後、正解したらチェックボックスに◯をつけ

てください。

◯がついた問題は、次の解き直し時は解かなくて

いいです。

解き直し後、また間違った問題にはチェックを追加

してください。

チェックが追加された問題のみを、もう一度解き直

す。



正解するまで解き直しを繰り返す

間違った問題について、正解するまで解き直しをしてください。

正解した問題は解き直しをする必要はないです。

解き直して何度も間違える問題は、以下のように間違えた回数がわかるようなチェックを

するといいです。チェックが多い問題があなたの弱点です。考え方や解き方がわかって

いない可能性があるので、先生に質問しましょう。

解き直して正解した問題のチェックボッ
クスには◯を追加してください。

そして◯がついた問題は解き直しをする
必要はないです。


